








研究目的 

 現在わが国においては濾紙血液中 TSH を指標にしたクレチン症のマススクリーニングが

施行され多大の効果を挙げている。しかしながら,このクレチン症と鑑別すべき病態が数多

くあり,またスクリーニングの結果新しい類似病態も発見されて来た。表 1はそれを甲状腺

機能検査の面から分類したものである。このうち TSH 高値を示すものとして,原発性の典型

的なクレチン症のほかに一過性甲状腺機能低下症や,われわれが見出した乳児一過性高

TSH 血症,遅発性の先天性甲状腺機能低下症,Refetoff 症候群などがある。このうち最も鑑

別診断が困難なのは乳児一過性高 TSH血症で,厳密には入念な follow up が必要である。さ

て TSH によるマススクリーニングの施行で問題となる一つに,測定上偽高値を示す場合が

ある。今回はその機序と鑑別を検討した。 


